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	機能：コアTFIIH基礎転写因子の構成要素であり、DNAのヌクレオチド除去修復（NER）に関与し、CAKと複合体を形成するとRNAポリメラーゼIIによるRNA転写にも関与する。,PTM：リン酸化されている。,類似性：2つのBSDドメインを含む。,サブユニット：コアTFIIH基礎転写因子を構成する6つのサブユニットの1つ。PUF60と相互作用する。,機能：コアTFIIH基礎転写因子の構成要素であり、DNAのヌクレオチド除去修復（NER）に関与し、CAKと複合体を形成するとRNAポリメラーゼIIによるRNA転写にも関与する。,PTM：リン酸化されている。,類似性：2つのBSDドメインを含む。,サブユニット：コアTFIIH基礎転写因子を構成する6つのサブユニットの1つ。PUF60と相互作用する。,
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	TF2H1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TF2H1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TF2H1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

